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右
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政
府
は
、
こ
の
十
数
年
来
一
貫
し
て
失
対
打
ち
切
り
を
進
め
、
昨
年
は
約
一
万
八
千
人
を
「
引
退
」
と
い
う
名
目

で
、
失
対
事
業
か
ら
追
い
出
し
て
い
る
。 

各
自
治
体
で
は
、
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
や
道
路
舗
装
、
用
水
路
の
建
設
・
補
修
な
ど
を
は
じ
め
、
街
路
や

公
園
の
清
掃
な
ど
多
様
な
住
民
要
求
に
根
ざ
し
た
事
業
を
実
施
し
、
多
く
の
自
治
体
住
民
に
喜
ば
れ
て
い
る
。
し

か
し
一
方
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
従
事
す
る
就
労
者
の
処
遇
は
極
め
て
劣
悪
な
も
の
で
あ
る
。
賃
金
は
高
い
方
の
乙

事
業
で
さ
え
、
一
ヵ
月
九
万
四
千
八
百
円
（
二
十
二
日
就
労
）
で
あ
り
、
甲
事
業
で
は
同
じ
く
七
万
七
千
四
百
円

と
い
う
低
さ
で
あ
る
。 

現
在
、
失
対
事
業
は
全
国
の
四
十
三
都
道
府
県
を
含
む
約
六
百
余
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
、
約
七
万
四
千
人
が

同
事
業
に
就
労
し
て
い
る
。 

失
業
対
策
事
業
の
充
実
・
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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こ
の
よ
う
な
事
態
は
厳
に
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
立
場
か
ら
、
今
後
の
失
対
事
業
に
つ
い
て
以
下
の
と
お

り
質
問
す
る
。 

加
え
て
、
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
・
シ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
、
来
年
度
予
算
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
同
事
業
の
円
滑
な
実
施
は
重
大
な
困
難
に
直
面
し
、
就
労
者
の
就
労
日
数
の
減
少
は
、
生
活
を
破
綻

に
導
か
ざ
る
を
得
な
い
。 

一 

前
述
の
よ
う
に
、
失
対
就
労
者
の
賃
金
は
生
活
保
護
基
準
を
わ
ず
か
に
上
回
る
程
度
で
あ
り
、
扶
養
家
族
が

一
人
で
も
い
れ
ば
、
生
活
保
護
費
の
方
が
高
く
な
る
程
の
低
賃
金
で
あ
る
。
永
年
に
わ
た
り
地
域
の
生
活
環
境

の
整
備
な
ど
に
従
事
し
な
が
ら
、
最
も
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
失
対
就
労
者
の
賃
金
は
大
幅
に
引
き

上
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

ま
た
、
従
来
生
活
保
護
基
準
の
引
上
げ
に
見
合
つ
て
賃
金
も
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
今
後
も
こ
の
姿
勢

を
堅
持
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

四 

 



 

四 

就
労
者
が
失
対
を
や
め
、
民
間
雇
用
や
自
立
を
す
る
場
合
、
就
職
支
度
金
が
一
人
六
万
円
支
給
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
金
額
は
過
去
五
年
間
に
わ
た
り
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
と
な
つ
て
い
る
。
制
度
の
目
的
か
ら 

三 

マ
イ
ナ
ス
・
シ
ー
リ
ン
グ
の
方
針
で
、
失
対
関
係
予
算
に
つ
い
て
五
～
一
〇
％
の
削
減
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
同
事
業
を
実
施
す
る
自
治
体
は
財
政
上
も
大
き
な
負
担
と
な
り
、
事
業
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

二 
失
対
事
業
を
地
域
の
生
活
環
境
整
備
な
ど
に
一
層
役
立
て
よ
う
と
す
る
場
合
、
各
自
治
体
が
ぶ
つ
か
る
最
大

の
障
害
は
資
材
費
単
価
が
低
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
政
府
は
、
そ
の
改
善
に
努
力
す
る
旨
繰
り
返

し
約
束
し
て
き
た
が
、
素
直
に
言
つ
て
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
。 

政
府
は
、
就
労
者
が
就
労
日
数
減
に
よ
る
賃
金
の
減
収
、
本
人
の
意
志
や
労
働
能
力
を
無
視
し
た
乙
事
業
か

ら
甲
事
業
へ
の
強
制
移
転
、
引
退
の
強
要
な
ど
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
措
置
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

今
後
、
資
材
費
単
価
を
ど
う
す
る
の
か
、
政
府
の
方
針
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

五 

日
本
経
済
の
危
機
の
深
刻
化
の
な
か
で
、
失
業
者
が
増
大
し
、
高
度
成
長
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
失
業
対
策
で

は
対
応
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。 

六 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
北
海
道
な
ど
積
雪
寒
冷
地
の
冬
期
雇
用
対
策
と
し
て
の
、
現
行
の
雇
用
促
進
給
付
金
制 

私
は
、
か
ね
て
か
ら
公
的
就
労
事
業
の
再
確
立
を
主
張
し
て
き
た
し
、
こ
の
立
場
か
ら
、
政
府
が
今
年
度
中

に
モ
デ
ル
的
に
新
し
い
「
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
」
を
開
始
す
る
と
答
弁
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
今
年

度
も
前
半
を
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
新
事
業
の
準
備
は
ど
う
な
つ
て
い
る
の
か
。
そ
の
実
施
地
域
・
対
象

人
員
・
事
業
内
容
な
ど
、
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

来
年
度
の
失
業
情
勢
は
一
層
の
悪
化
が
必
至
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
こ
の
事
業
の
規
模
は
当
然
拡
充
す
べ
き

も
の
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

言
つ
て
も
据
置
き
は
不
当
で
あ
る
。
従
つ
て
、
就
職
支
度
金
は
大
幅
に
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
う

か
。 

六 

 



 

 

七 

度
は
今
年
度
限
り
と
な
つ
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
八
年
度
以
降
の
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。
具
体
的
な
方
針
、

若
し
く
は
検
討
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


